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　　　　　　　　　　　　○谷政八･増田勝己・谷洋子・か｣嚇恭一

　　　　　　　　　　　　(仁愛女短大・生舌科学、＊福井県食品加工研究所)

　【目的】私達が古くから食しているらっきょうは、ほとんど甘酢漬けの加工食品としてである。福井

県の小粒の甘酢漬けは、｢花らっきょう｣と明まれ県特産食品として評価力塙い。らっきょうの可食

部には、20%程度の食物繊唯ｶ恰まれその90%がフルクタンという水1密生の食物繊維である。このフ

ルクタンが、どのように栄養素代謝に関与しているかラットを用いて検討した。

　【方法】福井県で収穫した生らっきょうを真空乾燥(熱風、凍結)させ粉末試料とした。水溶生のフル

クタンは、生らっきようから抽出し得た白色粉末を試料とした。飼料組成は、コーンスターチ50%、

ミルクカゼイン20%、植物油10％、コレステロール、ミネラル、ビタミンを基本とした。らっきょう

粉末5%、フルクタン3.5％、対照にセルロース2%としシュクロースで調整した。実験は４週齢の

SD系雄ラットを４週間自由摂取法で飼育した後、血漿、肝臓、などを採取した。なお、排泄糞、尿

についても分析した。

　【結果および考察】飼育期間における飼叫効率は、対照より有意に高値であった。また、各臓器重量

も有意の差を認めた。血漿成分では、トリグリセリド、総コレステロールとも対照より低値であった。

Na、K、Mgなどは有意の差がなかった。肝臓中西瑚旨質量は、対照より但直であったが、総コレ

ステロールに差が認められなかった。糞中の窒素化合物は、低値であった。ミネラルは、Ｋ、Na、

Fe、Ｐなと高値であった。尿中の窒泰化合物は、有意に高値であった。ミネラルも有意の差が認め

られた。らっきょう成分は、各栄養素(Dm射に関与していることｶ朔らかであった。

1 Hp- 6　　粘性物質の摂取がフラクトオリゴ糖を摂取したラットの

　　　　　　盲腸内有機酸濃度に与える影響

　　　　　　　C雁S明子＊・山中なつみ*＊・坂田隆3・小川宣子≫*

　　　　　　　（*石巻専修大・院、“岐阜女子大、3石巻専修大）

【目的】フラクトオリゴ糖（ＦＯＳ）のような発酵性の難消化性糖質が大腸内に急速に流

入すると酢酸などの短鎖脂肪酸のかわりに乳酸やコハク酸が蓄積することがある。い

っぽう、海藻由来の粘性物質には難消化性かつ難発酵性で、大腸内細菌の発酵を抑制

するものがある。そこで、難発酵性粘性物質が、FOSを与えたラットの盲腸内容物有

機酸濃度に影響するかどうかを調べた。

【方法】７週令のWistar系雄ラットを８頭ずつの５群に分けて、AIN-93 飼料にフラク

トオリゴ糖（明治製菓株式会社）を7.5％(w/w）添加した対照飼料、これにメカブ由

来の粘性物質（ＭＵＰ）（80℃あるいはlo℃で抽出）またはカルボキシメチルセルロー

ス（ＣＭＣ、0.6％または0.4％）を添加した飼料のいずれかを毎日１回８時から1 1時ま

での時間制限給餌で４日間与えた。給水は17時から23時までとした。最終日の給餌

終了後３および６時間後にラットを屠殺して、胃、小腸、盲腸、結腸の組織と内容物

とを採取し、各部位の組織と内容物の重量、盲腸内容物中の有機酸濃度を測定した。

【結果】8o℃で抽出したＭＵＰ給与群で盲腸内の乳酸と酪酸の濃度が、0.6％CMC給

与群で盲腸内の乳酸濃度がそれぞれ対照と比べて低くなった。

【結論】FOSの大腸内発酵は難発酵性の粘性物質に影響される。
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